
-vト
タ
ガ

Y
プ
y
ギ
ヨ
ウ

ぎ
、
組
外
に
斑
し
、
市
御
土
蔵
奉
行
・
前
出
荷
磁
御

抱
守
等
よ
り
次
第
に
昇
池
し
て
大
組
頭
に
一
主
り
、
文

化
コ
一
年
百
五
十
石
を
加
へ
、
七
年
致
仕
し
て
伊
水
と

務
し
、
料
二
十
人
扶
持
を
党
け
、
十
一
年
二
局
サ
六

日
七
十
三
歳
を
以
て
夜
し
た
。

フ
ワ
ヨ
イ
チ
ザ
Z

モ
ン
不
破
奥
市
左
衛
門
前

回
利
常
に
仕
へ
て
二
一
白
石
を
領
し
、
後
笛
山
滞
の
陸

と
な
っ
た
が
、
次
子
七
兵
衛
は
加
賀
務
に
於
い
て
新

知
加
増
共
三
百
二
十
石
に
去
っ
た
。
子
孫
相
続
ぐ
。

フ
ワ
ヨ
ウ
ケ
ン
不
破
護
軒
前
倒
利
お
に
御
笛

師
と
し
て
お
問
さ
れ
、
百
五
十
一
告
を
領
し
た
。
子
孫

職
安
・
養
伯
・
林
陪
・
税
一
冗
・
元
澄
・
玄
策
淑
之
・
硝
元
・

良
策
・
文
中
徳
芳
等
制
織
ぐ
。

フ
ヲ
ヨ
シ
マ
サ
不
破
由
昌
迎
稽
伊
織
。
彦
三

光
昌
の
コ
一
子
。
覧
永
二
年
配
分
知
千
石
を
交
け
、
小

松
足
鞭
聞
・
御
殿
組
踊
と
な
り
、
抱
文
三
年
授
。
子
孫

八
代
千
之
助
に
主
り
、
幼
少
で
千
石
の
三
の
一
を
受

け
て
ゐ
た
う
ち
、
安
永
二
年
病
製
し
て
家
断
絶
し
た
。

プ
ン
Z

号
ン
ヤ
キ
支
右
衛
門
鏡
珠
洲
榔
蛸
島

に
製
せ
ら
れ
た
磁
器
で
あ
る
が
、
暫
時
に
し
て
燦
紫

し
た

o
E院
餓
よ
0
稲
後
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

プ
ン
カ
文
架

J
カ
コ
プ

y
カ
到
古
文
架
。

プ
ン
方
ゴ
ネ
ン
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
Z

ン
ジ
ヨ
ウ
キ
文

化
五
年
金
按
炎
よ
記
一
加
。
文
化
五
年
正
局
十
五

日
夜
金
持
城
二
丸
御
殿
白
焼
の
こ
と
、
及
び
事
後
に

於
け
る
滞
士
・
康
民
の
金
晶
献
上
の
こ
と
、
翌
年
四

用
再
建
務
成
の
こ
と
を
記
し
で
あ
る
。

プ
ン
均
ユ
ラ
イ
シ
ヨ
文
化
由
来
番
文
化
三
年

加
賀
務
領
内
の
跡
主
鯛
顕
に
令
し
、
各
前
枇
の
由
来

を
穏
上
げ
し
め
た
も
の
で
あ
る

o
mね
点
事
同
来
都

に
銭
っ
て
ゐ
る
が
、
騒
々
の
縛
設
を
智
加
へ
た
も
の

も
多
い
。

プ
ン
ギ
ヨ
ウ

女
蕗フ

ワ
l

ヘ
イ

徳
岩
文
発
。

プ
ン
ギ
ヨ
ウ
分
校
江
沼
郡
能
楽
境
に
臨
す
る

部
務
。
天
文
日
記
五
年
十
沼
七
日
の
傑
に
分
校
に
フ

ル
ギ
ヨ
ウ
と
傍
訓
せ
ら
れ
る
。
明
治
中
大
分
校
・
小
分

校
を
合
併
し
て
分
校
と
し
た
。

プ
ン
ギ
ヨ
ウ
イ
シ
分
絞
石
江
沼
郡
分
校
に
産

す
る
.
石
材
0

.石
英
和
商
岩
質
凝
灰
岩
で
、
質
は
全
〈

粗
而
。
郁
背
色
の
火
山
岩
凝
結
よ
り
成
り
、
硬
い
。

ヨ

ヂ

シ

プ
ン
ケ
ダ
カ
分
卦
高
務
政
の
時
、
古
聞
に
し

て
飛
地
な
る
も
の
、
又
は
飛
地
な
ら
ざ
る
も
、
そ
の

聞
に
河
械
の
あ
る
時
、
之
を
本
村
よ
り
分
制
し
て
、

某
村
領
と
冊
併
せ
ん
と
す
る
お
合
に
は
分
卦
を
出
願
し

た
。
又
阪
に
分
卦
し
た
も
の
を
、
濁
立
の
村
た
ら
し

む
る
時
は
、
之
を
分
卦
の
一
村
建
と
い
う
た
。
又
村

が
数
ヶ
村
の
飛
地
を
有
す
る
時
、
そ
の
各
部
を
猫
立

，
せ
し
め
て
蚊
ヶ
村
と
す
る
の
を
村
分
と
い
う
た
。
こ

の
場
合
に
飛
地
が
つ
村
に
あ
る
も
の
は
、
分
卦
の

一
村
態
と
同
一
で
あ
る
。
新
聞
で
従
来
某
村
領
と
稽

せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
を
濁
立
せ
し
め
る
の
は
、
取
に

一
村
建
と
い
う
た
。

プ
ン
ケ
ン
コ
ウ
ロ
タ
間
見
交
録
一
一
加
。
も
と

交
A
n
説
記
と
組
し
て
一
加
で
あ
っ
た
の
を
、
二
加
に

分
か
ち
て
題
名
を
改
め
た
も
の
。
亭
保
の
宋
か
ら
天

明
に
去
る
加
賀
滞
の
こ
と
を
記
す
る
。

プ
ン
ケ
ン
ザ
ツ
ロ
タ
問
見
雑
録
二
加
。
一
名

士
林
議
議
。
天
文
・
弘
治
・
天

E
頃
の
諸
凶
の
載
容

記
だ
が
、
加
賀
の
一
向
一
授
、
能
菅
島
山
氏
の
波
帯
、

羽
柴
努
吉
の
佐
々
成
政
征
伐
等
の
こ
と
が
あ
る
。
前

問
点
監
の
制
録
で
あ
る
。

プ
ン
コ
ウ
分
校

4
プ
y
ギ
ヨ
ウ
分
校
。

プ
ン
ゴ
メ
イ
盟
後
名
均
-
w
m羽
咋
郡
熊
野
方

郷
に
印
刷
す
る
部
首
柄
。
も
と
は
プ
Y

プ
ミ
ヤ
ウ
と
い
う

た
の
で
あ
ら
う
。
盟
後
明
と
談
っ
て
醤
か
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

プ
ン
ザ
ン
分
算
元
和
元
年
入
居
二
十
日
の
加

賀
務
の
令
に
、
『
向
後
分
償
却
入
、
五
.
歩
・
七
歩
賞
。
申

分
は
、
首
尾
に
よ
り
御
用
鎗
可
被
成
候
。
一
歩
・
ご
歩

な
ど
笛
り
申
稼
成
分
算
人
は
、
急
度
曲
事
に
可
被
仰

付
出
回
一
被
仰
渡
候
。
』
と
あ
る
。
分
算
人
は
破
産
者
の
こ

と
で
あ
る
。

プ
ン
セ
イ
シ
ヤ
ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
交
政
批
競
般
質

隠
・
天
明
の
調
査
に
拘
ら
ず
、
文
政
十
年
領
内
の
紳

主
に
悉
く
そ
の
奉
仕
す
る
祉
税
を
番
上
げ
し
め
、
紳

践
は
寺
祉
事
行
か
ら
苦
闘
家
の
訂
正
を
受
け
、
質
勝

以
後
の
洩
祉
は
別
に
編
成
し
た
も
の
で
、
天
保
二
年

に
完
成
し
た
。
こ
の
調
査
に
は
枇
併
・
山
伏
持
の
社

調
は
奥
ら
な
か
っ
た
。

プ
ン
セ
ン
分
銭
務
政
の
時
、
自
腕
な
ど
一
段

歩
に
生
麓
す
る
も
の
L
慨
を
銭
で
積
っ
た
額
を
い
う

た
。プ

ン
チ
=
ン
分
地
人
滞
政
の
時
、
問
地
制
に

の
み
使
用
せ
ら
れ
、
縄
張
入
の
事
務
を
執
る
も
の
を

い
う
た
。
問
地
欄
に
は
初
め
細
張
人
を
使
用
し
た
が
、

天
保
九
年
諸
泌
が
久
し
く
岡
地
欄
替
を
鑓
さ
な
か
っ

た
か
ら
、
速
か
に
之
を
行
ふ
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

た
時
、
縄
張
人
に
敏
乏
し
た
の
で
、
精
そ
の
技
術
を

知
る
者
を
採
用
し
て
、
之
を
分
地
人
と
窮
し
た
時
か

ら
起
る
。
分
地
入
の
任
命
は
、
御
扶
持
人
十
村
が
申

競
し
、
改
作
所
の
認
可
を
得
べ
き
も
の
で
、
棟
地
に

は
内
線
地
で
も
之
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
き
れ
な
か

っ
た
。

プ
ン
マ
イ
分
米
務
政
の
時
、
一
段
歩
に
封
ず

る
産
米
の
畿
で
、
石
盛
と
異
名
同
意
に
用
ひ
ら
れ
た
。

プ
ン
メ
イ
イ
ハ
ヤ
究
明
窟
白
山
遊
覧
闘
記
に

老
鎗
猫
離
を
引
い
て
い
ふ
。
文
明
は
何
許
の
人
た
る

を
知
ら
ぬ
が
、
元
利
二
年
白
山
の
朝
日
澗
に
入
。
、

調
座
十
日
の
後
尾
添
に
下
。
、
叉
荒
谷
に
鯨
じ
、
各

は
京
に
往
き
、
夏
ま
た
来
っ
て
雌
mm
西
岸
の
調
中
に

棲
み
、
好
ん
で
法
華
経
を
潟
し
た
。
此
の
如
き
も
の

数
年
に
し
て
再
び
来
な
か
た
が
、
元
総
五
年
五
周
十

日
大
風
に
よ
っ
て
文
明
結
中
の
お
終
悉
と
失
は
れ
た

と
。
護
し
小
説
で
あ
ら
う
。

プ
ン
ヤ
ク
分
設
務
政
の
時
、
新
国
裁
許
・
新
出

裁
許
列
・
山
廻
・
山
廻
列
の
四
騒
を
総
務
し
て
分
役
と

い
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
。
十
村
の
磁
務
を
分
拾
す
る
窓

か
と
思
は
れ
る
。
分
役
は
封
切
相
見
入
を
兼
務
し
、

代
官
が
牧
納
磁
を
聞
く
と
き
之
に
立
曾
ふ
。
文
政
四

年
の
良
制
改
革
で
は
、
分
役
に
関
し
て
鑓
更
す
る
腕

が
な
か
っ
た
。，、

ベ
イ
ア
ン
セ
ン
セ
イ
シ
シ
ユ
ウ
米
華
先
生
詩
集

五
加
。
市
河
米
奔
の
者
。
う
ち
米
奔
先
生
百
古
二
勝
、

同
百
伸
二
加
、
間
百
絶
一
加
で
、
明
治
丁
未
七
R
市

河
三
殺
の
政
・
が
あ
る
。
百
総
は
天
保
二
年
男
市
河
一
一
一

千
・
山
内
晋
の
斡
校
に
よ
っ
て
、
慨
に
天
保
二
年
刊

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

へ
イ
ウ
ヂ
卒
氏
自
山
入
臣
の
一
で
、
世
々
加

賀
又
は
加
賀
守
と
帯
し
た
。
悦
本
に
、
加
到
蛾
凶
に

奈
り
、
長
教
法
の
子
に
し
て
英
挫
の
弟
で
あ
る
腕
信

を
強
う
て
嗣
と
な
し
、
脇
信
は
後
に
加
賀
信
光
と
抑
制

し
た
。
信
光
の
長
子
を
加
賀
鍛
置
と
い
ひ
、
二
子
鍛

述
は
長
英
挫
の
嗣
と
な
っ
た
。
天
正
入
年
約
軍
は
態

依
鍛
党
に
説
い
て
織
田
信
長
に
間
服
せ
し
め
、
己
は

浮
混
と
脱
し
て
健
餓
に
隠
棲
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、

之
を
文
書
の
上
よ
b
見
る
に
、
天
文
中
に
加
賀
守
総

七
三
五

-圃


